
解
脱
房
貞
慶
作
『
中
宗
報
恩
講
式
』
試
註

野

村

卓

美

一

は
じ
め
に

（
一
二
三
七
年
六
月
）

跋
文
で
南
都
僧
侶
の
和
歌
を
中
心
に
、「
嘉
禎
三
年
季
伏
五
日
」
に
編
纂
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
『
楢
葉
和
歌
集
』
巻
第
八

釈
教
〈
付
哀
傷
〉

に
は
、『
法

華
経
』・『
維
摩
経
』
等
か
ら
経
文
の
一
節
を
抜
き
出
し
て
、
歌
題
と
し
た
作
品
も

多
く
存
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、

深
密
経
の
楽
着
二
依
言
戯
論
の
偈
を

範
昭
法
師

五
六
二

よ
の
中
は
み
な
い
つ
は
り
の
事
の
は
の

あ
だ
な
る
い
ろ
に
そ
む
こ
こ
ろ
か
な

と
、『
解
深
密
経
』
の
偈
（『
正
蔵
』
一
六
・
六
八
九
頁
下
）
を
詠
じ
た
も
の
も
あ

る
⑴

。周
知
の
如
く
、
興
福
寺
法
相
宗
で
同
経
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
興
福
寺
を
中

心
に
活
動
し
て
い
た
貞
慶
（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
）
も
同
様
で
あ
っ
た
。
彼
の

著
作
に
は
頻
繁
に
『
解
深
密
経
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
貞
慶
の
強
い
影

響
が
認
め
ら
れ
る
、
次
の
二
仏
像
の
納
入
品
に
も
同
経
が
見
出
せ
る
。
そ
の
一
つ

は
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
作
成
さ
れ
た
、
京
都
峰
定
寺
蔵
釈
迦
如
来
像
（
以

下
、「
峰
定
寺
像
」
と
略
記
）
の
貞
慶
自
筆
「
解
深
密
経
及
び
結
縁
文
」
で
あ
る
⑵

。

二
つ
目
は
、
貞
慶
歿
後
の
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）、
貞
慶
の
強
い
影
響
を
受
け

た
比
丘
尼
妙
法
が
願
主
と
な
っ
て
造
像
さ
れ
た
奈
良
伝
香
寺
蔵
地
蔵
菩
薩
像
⑶

（
所
謂
、
裸
地
蔵
。
以
下
、「
伝
香
寺
像
」
と
略
記
）
に
も
「
縦
一
五
・
四
㎝

全
長
二
〇
一
〇
㎝
⑷

」
と
い
う
大
部
の
同
経
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
承
知

し
て
い
る
限
り
で
は
、
こ
の
二
像
に
『
解
深
密
経
』
が
納
入
さ
れ
て
い
る
⑸

。

二

貞
慶
著
『
中
宗
報
恩
講
式
』
に
つ
い
て

貞
慶
が
法
相
宗
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
作
品
に
、
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル

ク
氏
が
紹
介
す
る
『
中
宗
報
恩
講
式
⑹

』（
以
下
、『
講
式
』
と
略
記
）
が
あ
る
。

そ
の
中
に
は
、
法
相
の
三
国
に
お
け
る
宗
史
は
勿
論
で
あ
る
が
、「
本
経
」
で
あ

る
『
解
深
密
経
』、「
本
論
」
で
あ
る
『
瑜
伽
論
』
等
に
つ
い
て
も
略
述
さ
れ
て
お

り
、
貞
慶
の
宗
史
観
を
知
る
重
要
な
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

『
講
式
』の
成
立
過
程
に
つ
い
て
最
初
に
論
じ
た
の
は
上
横
手
雅
敬
氏
で
あ
る
⑺

。

氏
の
紹
介
す
る
『
大
乗
院
日
記
目
録
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
記
さ
れ
て
い

る
。建

保
四
年
（
一
二
一
六
）
二
月
五
日
に
は
、

（
宸
）

於
水
無
瀬
殿
被
供
養
震
筆
瑜
伽
論
、
導
師
大
僧
正
信
円
、
自
建
暦
元
年
被
染

御
筆
、
六
个
年
、
成
弁
、
今
日
奉
行
正
二
位
権
大
納
言
藤
原
師
経
、

と
あ
り
、
後
鳥
羽
院（
一
一
八
〇
〜
一
二
三
九
）が
六
カ
年
か
け
て
書
写
し
た『
瑜

伽
論
』（『
瑜
伽
地
師
論
』
百
巻
）
を
水
無
瀬
殿
で
供
養
し
て
い
る
。
導
師
は
菩
提

山
大
僧
正
信
円
で
あ
っ
た
。『
仁
和
寺
御
日
次
記
』
に
は
「
左
大
臣
以
下
公
卿
侍

論

文
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臣
参
之
。」
と
あ
り
、
九
条
良
輔
以
下
、
多
く
の
貴
族
が
同
席
し
た
、
盛
大
な
儀

式
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
同
』
十
月
廿
一
日
に
は
、

上
件
宸
筆
論
奉
送
北
円
堂
、
毎
日
転
読
之
僧
侶
三
十
口
、

料
所
〈
略
〉

御
願
撿
挍
大
僧
都
雅
縁

御
願
之
起
因
者
、
貞
慶
上
人
蟄
居
笠
置
寺
之
後
、
正
治
二
年
応
勅
喚
被
参
水

無
瀬
殿
、
而
法
相
宗
旨
預
御
不
審
間
、
退
出
以
後
草
進
報
恩
講
式
、
叡
覧
以

後
始
御
願
了
、

と
あ
る
。
二
月
五
日
に
水
無
瀬
殿
で
供
養
さ
れ
た
『
瑜
伽
論
』
は
興
福
寺
北
円
堂

に
移
さ
れ
、
毎
日
僧
侶
三
十
人
で
転
読
が
行
わ
れ
、
そ
の
費
用
と
し
て
荘
園
が
寄

進
さ
れ
た
。
最
後
に
、
院
が
同
論
を
宸
筆
書
写
を
決
意
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
正
治
二
年
、
笠
置
寺
に
籠
も
っ
て
い
た
貞
慶
が
水
無
瀬
殿

に
呼
び
出
さ
れ
、
法
相
宗
の
不
審
を
質
問
さ
れ
た
。
貞
慶
は
退
出
後
に
「
報
恩
講

式
」
を
草
進
し
た
。
院
は
御
覧
に
な
っ
た
後
に
、
同
論
書
写
の
願
を
た
て
た
。
こ

の
「
報
恩
講
式
」
が
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
の
紹
介
す
る
『
講
式
』
で
あ
る
。
院
の
質

問
に
答
え
、
百
巻
も
の
『
瑜
伽
論
』
を
自
筆
で
書
写
す
る
こ
と
を
決
意
さ
せ
た
作

品
で
あ
る
。

『
講
式
』
成
立
の
前
提
と
な
る
院
と
貞
慶
の
関
係
、
院
が
水
無
瀬
殿
に
御
幸
し

た
時
期
、
書
写
さ
れ
た
『
瑜
伽
論
』
が
再
建
さ
れ
た
北
円
堂
に
「
奉
送
」
さ
れ
た

背
景
と
貞
慶
の
関
わ
り
、
以
上
三
点
に
つ
い
て
、
先
学
の
研
究
を
参
照
し
な
が

ら
、
以
下
、
略
述
し
て
み
る
。

先
ず
、
貞
慶
と
院
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
保
井
秀
孝
氏
に
詳
細
な
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
、
貞
慶
は
興
福
寺
か
ら
笠
置
寺

に
移
住
し
た
僧
侶
で
は
あ
る
が
、
南
都
、
特
に
興
福
寺
の
「
利
益
擁
護
と
伸
長
を

願
」
っ
て
お
り
、「
貞
慶
の
活
動
の
経
済
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、
朝
廷
・
貴
族
・

武
士
等
の
有
力
者
」、
具
体
的
に
は
後
鳥
羽
院
・
八
条
院
・
源
頼
朝
等
で
あ
っ
た

と
指
摘
す
る
⑻

。
上
横
手
氏
は
「
と
く
に
貞
慶
に
帰
依
し
た
の
は
後
鳥
羽
上
皇
」

と
し
、
両
者
の
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
呼
び
出
し
を
受

け
る
前
年
六
月
、
院
は「
毎
年
春
季
霊
山
会
用
途
料
」と
し
て
貞
慶
に
寄
進
を
行
っ

て
い
る
（
鎌
倉
遺
文
一
〇
六
三
）。
以
後
、
貞
慶
の
歿
年
ま
で
両
者
の
緊
密
な
関

係
が
続
き
、
院
は
晩
年
ま
で
貞
慶
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
⑼

。

次
に
、
院
が
貞
慶
を
水
無
瀬
に
呼
び
出
し
た
日
に
ち
を
検
討
し
て
み
た
い
。
正

治
二
年
、
院
は
正
月
と
三
月
の
二
度
水
無
瀬
を
訪
れ
て
い
る
。
九
条
兼
実
は
『
玉

葉
』
正
月
十
二
日
に
「
此
日
、
上
皇
為
二

御
方
違
一

、
幸
二

山
崎
辺
内
大
臣
別
業
一

、」

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
院
の
水
無
瀬
へ
の
「
最
初
の
御
幸
⑽

」
で
あ
っ
た
。

十
四
日
は
父
高
倉
院
御
国
忌
で
あ
っ
た
が
、「
猶
遊
覧
、
及
レ

暁
帰
洛
給
、」
と
い

う
有
様
で
あ
っ
た
、
そ
れ
は「
是
定
内
大
臣
執
奏
之
旨
歟
、
可
二

弾
指
一

云
々
」と
、

兼
実
は
政
敵
源
通
親
に
怒
り
の
矛
先
を
向
け
て
い
る
。
こ
の
折
り
の
御
幸
は
、
通

親
が
院
に
水
無
瀬
を
披
露
す
る
こ
と
が
主
な
目
的
と
考
え
ら
れ
、「
遊
覧
」
を
中

心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

二
度
目
の
御
幸
は
、『
猪
熊
関
白
記
』
に
見
出
せ
る
。
三
月
十
日
に
は
「
未
明

殿
下
渡
御
宇
治
、
是
来
十
四
日
院
可
有
御
幸
春
日
社
、」
と
あ
り
、
近
衛
基
通
は

十
四
日
の
院
御
幸
の
準
備
の
た
め
に
宇
治
へ
赴
い
て
い
る
。
し
か
し
、
十
二
日
に

「
自
今
朝
院
中
有
五
躰
不
具
穢
云
々
、
仍
春
日
御
幸
延
引
、
来
廿
二
日
云
々
、」

と
、「
穢
」
の
た
め
に
廿
二
日
に
延
期
さ
れ
た
。
廿
一
日
に
は
「
後
聞
、
院
入
夜

（
雅
縁
）

着
御
別
当
僧
正
松
林
院
房
云
々
、
明
日
可
有
御
参
社
也
、」
と
、
上
横
手
氏
が
指

摘
す
る
院
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
興
福
寺
別
当
雅
縁
の
房
に
宿
っ
て
い
る
。
こ

の
雅
縁
と
貞
慶
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
氏
は
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
廿
二
日
に
は

「
此
日
院
御
幸
春
日
社
、
次
御
幸
於
東
大
、
興
福
両
寺
云
々
、」
と
あ
り
、
春
日

社
・
東
大
寺
・
興
福
寺
を
参
拝
し
て
い
る
。
廿
三
日
に
は
「
院
自
奈
良
御
幸
於
水

無
瀬
云
々
、
不
令
過
宇
治
給
也
、」
と
、
宇
治
を
経
由
せ
ず
に
直
接
水
無
瀬
に
向

か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
入
夜
有
密
作
事
、
題
云
、
春
友
不
如
花
、〈
題
中
〉、」

と
作
文
の
宴
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
廿
五
日
に
「
院
自
水
無
瀬
御
幸
於
鳥

羽
云
々
、」
と
鳥
羽
へ
出
発
し
て
い
る
。

こ
の
三
日
間
の
様
子
は
、『
春
日
大
社
文
書
』
の
「
一
五

後
鳥
羽
上
皇
仮
名
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消
息
」
の
「
包
紙
注
記
」
に
詳
し
い
。
そ
こ
に
は
「
大
衆
沙
汰
勤
行
三
箇
日
御
祈
」

と
し
て
、
初
日
の
千
僧
寿
命
経
御
読
経
を
初
め
と
し
て
、
三
日
間
の
法
会
が
詳
述

さ
れ
て
い
る
。

グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
は
「
全
く
の
推
測
」
と
し
な
が
ら
、
水
無
瀬
で
の
「
勅
喚
」

は
後
者
の
三
月
廿
三
日
頃
と
す
る
。
上
述
し
た
如
く
、
貞
慶
と
関
わ
り
の
深
い
雅

縁
の
僧
坊
に
宿
っ
て
い
る
こ
と
、
三
日
間
興
福
寺
を
中
心
に
法
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
春
日
社
・
興
福
寺
を
訪
ね
て
水
無
瀬
に
赴
い
て
い
る
こ
と
等
を
考
え

る
と
、
氏
の
如
く
推
察
す
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、
院
が
『
瑜
伽
論
』
を
奉
納
し
た
北
円
堂
の
再
建
と
貞
慶
の
関
係
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
北
円
堂
再
建
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
足
立
康
⑾

・
平
田

寛
⑿

・
藤
岡
穣
⒀

氏
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
遅
々
と
し
て
進
展
し
な
か
っ
た
再
建

が
、
一
応
、
軌
道
に
乗
っ
た
の
は
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
八
月

日
の
「
興
福

寺
僧
綱
等
北
円
堂
勧
進
状
」（
鎌
倉
遺
文
一
六
九
四
）
と
、
同
月
三
日
の
「
興
福

寺
政
所
下
文
」（
同
一
六
九
三
）
が
出
さ
れ
た
後
で
あ
る
。
両
文
書
は
共
に
、『
弥

勒
如
来
感
応
抄
』第
一
に
納
め
ら
れ
て
い
る
故
、
貞
慶
が
著
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

前
者
に
は
、

仍
専
心
上
人
任
二

身
於
仏
一

。
雖
レ

察
二

疑
謗
之
趣
一

試
企
二

勧
進
之
儀
一

。

（「
宗
性
」
下
・
二
四
四
頁
）

後
者
に
は
、

可
下

早
任
二

菩
提
山
上
人
勧
進
一

以
二

清
浄
心
一

奉
二

加
造
北
円
堂
用
途
一

。
兼
諸

卿
沙
汰
人
等
納
二

奉
加
物
一

。
早
速
奉
中

送
南
都
勧
進
所
上

事
。

（「
同
」・
二
四
五
頁
）

と
あ
り
、
北
円
堂
の
再
建
に
は
菩
提
山
専
心
上
人
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
両
者

の
関
係
が
緊
密
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
貞
慶
が
建
久
七
年
二
月
十
日
に
専
心
の
依
頼

を
受
け
て
『
弥
勒
講
式
』
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
信
仰
の
面
に

お
い
て
も
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。

再
建
が
終
わ
っ
た
の
は
、
同
堂
弥
勒
菩
薩
坐
像
に
納
入
さ
れ
た
『
宝
篋
印
陀
羅

尼
経
』
の
奥
書
に
、

建
暦
二
年
〈
壬
申
〉
正
月
廿
七
日
奉
写
之
了
。
／
為
被
奉
籠
北
円
堂
御
仏
。

依
勧
進
上
人
仰
書
／
之
了
。

金
剛
仏
子
瞻
空
⒁

と
あ
り
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
頃
と
推
察
さ
れ
る
。
専
心
の
依
頼
を
受
け
て

瞻
空
が
同
経
を
書
写
し
て
い
る
。
こ
の
瞻
空
⒂

も
専
心
と
同
様
に
個
人
的
に
貞
慶

に
、『
地
蔵
講
式
』（
建
久
七
年
二
月
十
七
日
完
成
）
を
依
頼
し
て
い
る
。

上
述
し
た
如
く
、
北
円
堂
再
建
に
は
貞
慶
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
上
横
手
氏
は
、

貞
慶
を
は
じ
め
、
専
心
・
瞻
空
・
雅
縁
、
さ
ら
に
は
後
鳥
羽
上
皇
ま
で
が
弥

勒
信
仰
を
と
も
に
す
る
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
れ
が
興
福
寺
北
円

堂
の
造
営
に
結
集
し
た

と
す
る
。

院
が
貞
慶
の
「
報
恩
講
式
」
に
触
発
さ
れ
て
書
写
し
た
『
瑜
伽
論
』
を
、
貞
慶

歿
後
で
は
あ
る
が
、
再
建
に
深
く
関
わ
っ
た
北
円
堂
に
「
奉
送
」
し
た
の
は
、
両

者
の
関
係
か
ら
当
然
の
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三

『
中
宗
報
恩
講
式
』
試
註

上
述
し
た
如
く
、『
講
式
』
は
興
福
寺
法
相
宗
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
の
基

本
的
な
事
柄
が
簡
潔
に
記
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
成
立
直
後
か
ら
流
布
し
て
い

た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
成
立
年
次
は
未
詳
で
あ
る
が
、
貞
慶
の
孫
弟

子
に
当
た
る
良
遍
（
一
一
九
四
〜
一
二
五
二
）
著
『
護
持
正
法
章
』
一
巻
に
は
、

中
宗
之
余
暉
只
偏
我
寺
耳
。
梵
釈
龍
天
之
加
二

擁
護
一

也
。
僅
懸
二

眸
於
一
伽

藍
之
灯
一

。
和
光
同
塵
之
願
二

本
譬
一

也
。
幾
摧
二

肝
於
三
笠
山
之
嵐
一

。〈
中
宗

報
恩
講
式
〉。

と
、『
講
式
』
第
五
段
一
二
五
〜
六
行
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
宗
内
で
も
珍
重
さ

れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

既
に
、
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
に
よ
り
詳
細
な
解
説
・
校
異
・
註
釈
が
施
さ
れ
て
い

る
が
、
割
愛
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
注
記
も
多
々
存
し
て
い
る
。
以
下
、『
講
式
』
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を
理
解
す
る
た
め
に
調
査
し
た
事
柄
を
幾
つ
か
示
し
て
み
た
。
氏
の
注
記
と
重
複

し
な
い
よ
う
に
心
懸
け
た
が
、
不
要
な
註
釈
や
誤
っ
た
指
摘
が
多
々
存
し
て
い
る

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
御
批
正
を
賜
り
た
い
。
拙
い
調
査
で
あ
る
が
、『
講
式
』
理

解
の
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
詳
細
は
、
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
の
御
高

論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

未
だ
、
幾
つ
か
調
査
が
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
今
後
を
期
し
た

い
。

・
１
行

中
宗
報
恩
講
式

「
中
宗
」
は
法
相
宗
。「
九
条
道
家
願
文
」（
寛
元
四
年
七
月
十
六
日
）
冒
頭
部

に
も
、

ヒ
サ
マ
ツ
イ
テ

ノ

ニ

シ
テ

マ
ウ
シ
テ
マ
ウ
ク
サ
ク

ノ

ハ

跪

春
日
大
明
神
宝
前
、
稽
首

白
言
、
夫
春
日
大
明
神
者
、
大
悲

ニ

シ
テ

ラ

ヲ

ニ

レ

ニ

ル

ノ

ヲ

内
催
、
専
弘
中
宗
之
仏
法
、
四
所
外
顕
、
鎮
護
一
族
之
家
門
、

（
鎌
倉
遺
文
六
七
二
三
）

の
如
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

・
５
行

ニ

ニ
ハ

ノ

夫
恩
有
二

四
種
一

。
一

者
父
母
、
二
者
衆
生
、
三
者
国
王
、
四
者
三
宝
。
前

ハ

レ

ノ

ノ

ハ

ノ

ナ
リ

三
類
、
是
世
間
之
恩
、
後
一
種
、
是
出
世
之
恩
。

▼
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
第
二

世
出
世
恩
有
二

其
四
種
一

。
一
父
母
恩
。
二
衆
生
恩
。
三
国
王
恩
。
四
三
宝

恩
。
如
レ

是
四
恩
。
一
切
衆
生
平
等
荷
負
。〈
略
〉
三
宝
恩
者
。
名
二

不
思
議
一

利
二

楽
衆
生
一

無
レ

有
二

休
息
一

。
是
諸
仏
身
真
善
無
漏
。
無
数
大
劫
修
因
所
レ

証
。

（『
正
蔵
』
三
・
二
九
七
頁
上
〜
二
九
八
頁
中
）

・
１６
行

ハ

ト

ソ

テ

ノ

ヲ

ノ

ヲ

先
言
二

本
経
一

者
、
凡
引
二

華
厳
等
六
経
一

、
雖
レ

ス
ト

証
二

中
道
妙
理
一

、
以
二

解
釋

ヲ

ニ

ス

ト

密
一

、
殊
称
二

本
経
一

。

法
相
宗
の
本
経
は
『
解
深
密
経
』
で
あ
り
、「
解
釋
密
」
は
誤
植
で
あ
ろ
う
。

・
２２
〜
２３
行

ニ

ハ

ト

ヘ
テ

ヲ

次
言
二

本
論
一

者
、
瑜
伽
師
地
論
一
部
百
巻
惣

有
二

五
分
一

、
広
説
二

唯
識
一

。

「
此
論
壹
部
百
巻
は
唯
正
宗
分
の
み
に
し
て
、
序
分
も
な
く
流
通
分
も
な
い
。

其
の
正
宗
分
の
組
織
は
大
段
五
分
よ
り
成
つ
て
ゐ
る
。」（『
仏
書
解
説
大
辞
典
』

瑜
伽
師
地
論
）

・
２５
行

ノ

説
二

五
部
論
一

。

▼
『
瑜
伽
倫
記
』
巻
一
之
上

為
説
五
論
之
頌
。
一
瑜
伽
論
。
二
分
別
観
所
名
分
別
瑜
伽
論
。
三
大
荘
厳

論
。
四
弁
中
辺
。
五
金
剛
般
若
。

（『
正
蔵
』
四
二
・
三
一
一
頁
中
）

弥
勒
菩
薩
の
説
い
た
と
さ
れ
る
、『
瑜
伽
論
』・『
分
別
瑜
伽
論
』・『
大
荘
厳

論
』・『
弁
中
辺
論
』・『
金
剛
般
若
論
』
の
五
論
。

・
２８
行ニ

ト

ノ

ニ

ノ

ヲ

ハ

ノ

次
言
二

支
分
一

者
、
於
二

五
分
之
根
本
一

、
備
二

十
部
之
支
末
一

。
譬
如
二

大
樹
王

本
末
具
ス
ル
カ

足
一

。

「
十
部
之
支
末
」
は
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
に
、

言
二

十
支
一

者
。
一
百
法
論
。〈
略
〉。
二
五
蘊
論
。〈
略
〉。
此
上
二
論
天
親
菩
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薩
之
所
レ

作
也
。
三
顯
楊
論
。
名
二

總
苞
衆
義
論
一

。
此
論
無
著
菩
薩
造
。
四

攝
大
乘
。〈
略
〉。
此
論
本
無
著
菩
薩
造
。
釋
論
天
親
及
無
性
等
造
。
五
雜
集

論
。〈
略
〉。
此
論
本
是
無
著
等
造
。
今
盛
行
者
唯
覺
師
子
釋
。
安
惠
菩
薩

糅
。
六
辨
中
邊
論
。〈
略
〉。
此
論
本
頌
是
慈
氏
菩
薩
造
。
釋
論
天
親
菩
薩

造
。
七
二
十
唯
識
論
。〈
略
〉。
八
三
十
唯
識
論
。〈
略
〉。
此
之
二
論
本
頌
天

親
造
。
三
十
唯
識
釋
是
護
法
菩
薩
等
造
。
二
十
唯
識
天
親
菩
薩
釋
。
九
大
莊

嚴
論
。〈
略
〉。
此
論
本
頌
慈
氏
菩
薩
造
。
釋
天
親
菩
薩
造
。
十
分
別
瑜
伽

論
。〈
略
〉。
此
是
慈
氏
菩
薩
之
所
造
也
。

（『
正
蔵
』
四
三
・
六
六
六
頁
上
〜
中
）

と
あ
る
、
十
論
で
あ
ろ
う
。『
八
宗
綱
要
』（
講
談
社
学
術
文
庫
。
以
下
、
同
）
に

も
「
五
部
の
大
論
、
十
支
の
論
」
と
あ
る
。
五
論
・
十
支
を
「
根
本
」・「
支
末
」

と
樹
木
に
喩
え
て
表
現
し
て
お
り
、
そ
の
巨
大
な
こ
と
を
、
例
え
ば
、『
仏
説
長

阿
含
経
』
巻
第
十
八
に
、

須
弥
山
南
面
天
琉
璃
所
成
光
照
二

南
方
一

。
鬱
単
曰
有
二

大
樹
王
一

名
二

菴
婆

羅
一

。
囲
七
由
旬
高
百
由
旬
枝
葉
四
布
五
十
由
旬
。

（『
正
蔵
』
一
・
一
一
五
頁
中
）

と
あ
る
如
く
、「
大
樹
王
」
と
し
て
い
る
。

・
３２
行

ノ

シ
テ

ノ

ヲ

ル

ヲ

親
勝
・
火
弁
等
十
大
菩
薩
賞
二

翫
頌
文
一

、
各
為
二

義
釈
一

。

二
人
と
も
印
度
の
人
で
、
世
親
の
同
時
代
の
後
学
。
唯
識
十
大
論
師
で
、『
唯

識
三
十
頌
』の
註
釈
を
作
成
。
事
跡
が
不
詳
で
あ
り
、
著
作
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

（『
望
月

仏
教
大
辞
典
』
参
照
）

・
３８
〜
３９
行

阿
陀
那
識
甚
深
細

一
切
種
子
如
慕
流

我
於
凡
愚
不
開
演

恐
彼

分
別
執
為
我

「
有
名
な
る
」（『
仏
書
解
説
大
辞
典
』）『
解
深
密
経
』（『
正
蔵
』
一
六
・
六
九

二
頁
下
）の
偈
。「
峰
定
寺
像
」納
入
品
の
貞
慶
著「
解
深
密
経
及
び
結
縁
文
」（
補

注
⑵
）
に
も
引
用
。
ま
た
、
良
遍
著
『
法
相
二
卷
抄
』
下
に
は
、

寧
愚
者
ノ
疑
網
是
ヲ
恐
テ
、
法
門
ノ
実
理
ヲ
談
ゼ
ザ
ラ
ン
ヤ
。
何
況
如
レ

形

モ
唯
識
ノ
教
ヲ
習
ヒ
、
又
悟
ラ
ン
ト
云
願
ヲ
モ
発
ス
ホ
ド
ノ
人
ハ
、
定
デ
仏

ノ
種
子
ヲ
具
セ
ル
衆
生
ナ
リ
。
其
故
ハ
深
密
経
ニ
定
姓
無
性
ハ
コ
ノ
教
機
ニ

非
ズ
ト
習
ヘ
ル
ガ
故
ナ
リ
。

と
あ
る
が
、『
鎌
倉
旧
仏
教
』（
日
本
思
想
大
系
）
頭
注
に
は
同
偈
を
踏
ま
え
た
表

現
と
す
る
。

・
５７
行

ノ

ハ

ニ

ノ

ニ

諸
天
証
明
之
詞
、
具

タ
ル

載
二

終
南
山
記
一

。

後
に
、
９６
行
で
引
用
す
る
『
道
宣
律
師
感
通
録
』
は
「
麟
徳
元
年
終
南
山
釈
道

宣
撰
」（『
正
蔵
』
五
二
・
四
三
五
頁
上
）
と
あ
り
、
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
の
指
摘
の

如
く
、
同
書
と
「
終
南
山
記
」
は
同
じ
作
品
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。（
９６
〜
９８

行
、
参
照
）。

・
６７
〜
６８
行

ノ

ニ

カ

ハ

ソ
ウ

如
二

大
宋
高
僧
伝
義
解
篇
云
一

。
奘
則
瑜
伽
唯
識
之
祖
、
基
乃
守
文
述
之
宗
。

ト

ニ

ヲ

ル
ナ
リ

其
祖
与
レ

宗
、
百
世
不
シ
テ

レ

除
レ

之
祀

焉
。

▼
『
宋
高
僧
伝
』
巻
第
四

義
解
篇

唐
京
兆
大
慈
恩
寺
窺
基
伝

系
曰
。〈
略
〉
奘
師
為
二

瑜
伽
唯
識
開
創
之
祖
一

。
基
乃
守
文
述
作
之
宗
。
唯

祖
与
レ

宗
百
世
不
レ

除
之
祀
也
。

（『
正
蔵
』
五
〇
・
七
二
六
頁
中
）

・
６９
〜
７０
行
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ノ

ト

ル

ノ

ニ

又

洲
法
師
者
、
独
獨
為
二

疏
主
之
門
首
一

。
屡
當
二

翻
経
之
証
義
一

。

▼
『
宋
高
僧
伝
』
巻
第
四

唐

州
慧
沼
伝
〈
大
願
塵
外
〉

及
下

菩
提
流
志
於
二

崇
福
寺
一

訳
中

大
宝
積
経
上

。
沼
預
二

其
選
一

充
二

証
義
一

。

（『
正
蔵
』
五
〇
・
七
二
八
頁
下
）

・
８０
〜
８１
行

ノ

ニ

シ

ヲ

カ

ニ

ク

ヲ

ノ

其
中
道
昭
・
義
淵
、
興
道
於
我
朝
一

、
行
賀
・
玄
昉
、
受
二

法
於
大
国
一

。
其

ホ

神
徳
霊
応
粗
載
二

国
史
一

。

道
昭
・
義
淵
・
行
賀
・
玄
昉
の
名
前
は
「
国
史
」
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』
に
多

く
見
出
せ
、
卒
伝
は
道
昭
は
文
武
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月
十
日
、
義
淵
は
神
亀
五

年
（
七
二
八
）
十
月
二
十
日
、
玄
昉
は
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
六
月
十
八
日
に

比
較
的
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
行
賀
の
卒
伝
は
な
い
。
行
賀
に
関
し
て
は
、

『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）
十
二
月
廿
四
日
に
記
事
が
見
出
せ
、
略

歴
は
『
興
福
寺
別
当
次
第
』
巻
一
に
あ
る
。

ク

ヲ

な
お
、「
行
賀
・
玄
昉
、
受
二

法
於
大
国
一

。」
と
、
四
人
の
高
僧
の
中
で
、
行
賀

と
玄
昉
が
入
唐
僧
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
が
、
全
員
入
唐
留
学
の
経
歴
を
有
し
て

い
る
。

『
南
都
高
僧
伝
』
に
も
義
淵
・
玄
昉
の
伝
記
あ
り
。

・
８１
行

ハ

ノ

行
基
菩
薩
者
、
三
世
覚
母
也
。

「
覚
母
」
は
「
文
殊
の
徳
号
」（『
織
田

仏
教
大
辞
典
』）。『
大
乗
本
生
心
地

観
経
』
巻
第
三
に
「
文
殊
師
利
大
聖
尊

三
世
諸
仏
以
為
レ

母

十
方
如
来
初
発

心

皆
是
文
殊
教
化
力
」（『
正
蔵
』
三
・
三
〇
五
頁
下
）
と
あ
る
。
こ
の
偈
を
貞

慶
は『
文
殊
講
式
』第
一
段
、『
心
要
鈔
』第
八
覚
母
門

で
も
用
い
て
い
る
。『
春

ハ

モ

日
権
現
講
式
』に
も「
若
宮
者
大
聖
文
殊
、
徳
雖
二

三
世
覚
ナ
リ
ト

母
一

」
と
記
し
て
い
る
。

行
基
（
六
六
八
〜
七
四
九
）
に
つ
い
て
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
七

第

三
十
七
話
の
冒
頭
に
、「
今
昔
、
行
基
菩
薩
ハ
文
殊
ノ
化
身
ニ
在
マ
ス
。」と
あ
る
。

他
に
、
同
様
な
説
話
は
、『
三
宝
絵
』
中

三
に
、
聖
武
天
皇
の
時
、
東
大
寺
創

建
供
養
の
た
め
に
波
羅
門
僧
正
が
来
、
行
基
と
和
歌
を
贈
答
し
た
。
行
基
の
歌
に

対
し
て
、

波
羅
門
僧
正
返
歌
曰
、

伽
毘
羅
衛
ニ
ト
モ
ニ
契
シ
カ
ヒ
ア
リ
テ
文
殊
ノ
御

ア
ヒ
ミ
ツ
ル
カ
ナ

ト
イ
ヒ
テ
、
ト
モ
ニ
宮
コ
ニ
ノ
ボ
リ
給
ヌ
。
爰
ニ
知
ヌ
、
行
基
ハ
是
文
殊
ナ

リ
ケ
ル
ト
。

と
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
七
第
三
十
六
話
に
も
、

今
昔
、
行
基
菩
薩
ト
申
ス
聖
在
ス
。
此
レ
ハ
五
臺
山
ノ
文
殊
ノ
日
記
ノ
衆
生

ヲ
利
益
セ
ム
ガ
為
ニ
、
此
ノ
国
ニ
行
基
ト
生
レ
給
ヘ
ル
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
と
類
話
は
『
教
訓
抄
』
巻
第
四

菩
薩

に
も
見
出
せ
る
。

貞
慶
も
『
讃
仏
乗
抄
』
第
八
「
笠
置
寺
十
三
重

塔
供
養
〈
建
久
九
年
十
一
月

七
日
〉」
で
、

ク

ニ

シ

至
于
如
彼
行
基
菩
薩
之
導
九
洲
、
覚
母
新
示
応
化
身
、

と
記
し
て
い
る
。

・
９６
〜
９８
行

ソ
ノ
カ
ミ

テ

テ

ニ

シ

ニ

ノ
タ
マ
フ
コ
ト

ノ

当
初
有
二

天
人
一

、
語
二

宣
律
師
一

云
、
仏
昔
シ
テ
勅
二

我
等
一

而
有
レ

言
。
末
代
弟

ト
ニ

シ

モ

ヲ

カ

ヲ

子
実

雖
二

破
ナ
リ
ト

戒
一

、
若
ラ
ハ
有
二

一
徳
一

、勿
レ

ル
コ
ト

顧
二

万
失
一

。
ン
ハ

ラ

不
レ

然
者
、
誰
法
一

ア
ラ

ア
ラ
ン

者
。

テ

ニ

ノ

ラ
ニ

ノ

ナ
ル

ニ

依
レ

之
人
間
臭
穢
之
気

ル
コ
ト

昇
レ

空
、
四
十
万
里
諸
天
浄
潔
、

ト
モ

テ

不
二

敢
ル
ニ
ハ

不
一レ

厭
、
為
レ

カ

ヲ

ヲ

テ

ス
ト

思
二

仏
法
一

、
猶
来
共
住

云
々
。

道
宣
（
五
九
六
〜
六
六
七
）
の
撰
で
あ
る
『
道
宣
律
師
感
通
録
』
と
い
う
「
書

名
は
」「
恐
ら
く
後
人
の
呼
称
」（『
仏
書
解
説
大
辞
典
』）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
書

名
の
如
く
奇
跡
的
な
こ
と
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
部
は
「
宣
律
師
感
天
侍
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伝
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

近
以
今
年
二
月
末
。
数
感
天
人
。
有
若
曾
面
。
告
余
云
。〈
略
〉仏
臨
涅
槃
。

親
受
付
属
。
並
令
守
護
。
不
使
魔

。
若
不
守
護
如
是
破
戒
。
誰
有
行
我
之

法
教
者
。
故
仏
垂
誡
不
敢
不
行
。
雖
見
毀
禁
愍
而
護
之
。
若
見
一
善
。
万
過

不
咎
。
事
等
忘
瑕
。
不
存
往
失
。
且
人
中
臭
気
。
上
熏
於
空
四
十
万
里
。
諸

天
清
浄
無
不
厭
之
。
但
以
受
仏
付
属
令
守
護
法
。
尚
与
人
同
止
。
諸
天
不
敢

不
来
。

（『
正
蔵
』
五
二
・
四
三
五
頁
中
〜
下
）

同
文
は
『
法
苑
珠
林
』
第
十
四
（『
正
蔵
』
五
三
・
三
九
三
頁
下
）
に
、
ま
た
、

『
翻
訳
名
義
集
』
巻
第
三
に
も
「
感
通
伝
」
と
し
て
概
略
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
正

蔵
』
五
四
・
一
一
〇
四
頁
上
）。

こ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
仏
が
道
宣
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
、

末
代
の
弟
子
、
実
と
に
破
戒
な
り
と
雖
も
、
若
し
一
徳
も
あ
ら
ば
、
万
失
を

顧
み
る
こ
と
な
か
れ
。
然
ら
ず
ん
ば
、
誰
か
敢
へ
て
我
が
法
を
保
つ
者
あ
ら

ん
。

（『
講
式
』）

と
の
発
言
は
、
律
師
と
し
て
の
一
面
を
有
す
る
貞
慶
の
戒
律
観
を
語
る
と
き
に
注

意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、『
解
脱
上
人
戒
律
興
行
願
書
』
に
は
、

た
と
ひ
不
清
浄
の
比
丘
と
雖
も
、
た
と
ひ
不
如
法
の
軌
則
と
雖
も
、
そ
の
中

に
、
も
し
一
人
二
人
、
法
を
知
る
人
あ
ら
ば
、
随
分
の
勝
縁
な
り
、
あ
に
空

し
か
る
べ
き
や
。
当
時
続
ぐ
人
な
く
ん
ば
、
将
来
ま
さ
に
い
か
ん
せ
ん
。
た

だ
一
宗
の
衰
微
の
み
に
あ
ら
ず
、
是
れ
四
衆
の
悲
歎
な
り
。

（
引
用
は
、
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
））

と
あ
り
、
戒
律
を
厳
守
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
一
徳
」
を
有
す
る
こ
と
、「
法
を

知
る
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

・
１００
〜
１０１
行

ノ

ン
ト
ナ
レ
ハ

ノ
ミ
カ
ト
ノ

ハ

ノ

ノ

其
故
何
者
、
大
津
朝
大
織
冠
者
、
天
児
屋
根
命
、
二
十
余
葉
之
孫
也
。

大
織
冠
（
藤
原
鎌
足
（
六
一
四
〜
六
六
九
））
が
天
津
児
屋
根
廿
余
代
の
末
孫

と
の
伝
承
は
多
く
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
以
下
、
幾
つ
か
示
し
て
み
る
。

貞
慶
作
『
表
百
集
』
下
に
は
、

就
レ

中
日
本
者ク

ミ

ヲ

ノ

天
照
大
神
之
子
孫

永
踏
二

天
子
之
位
一

天
児
屋
根
之
苗
裔

ク

朝
歟
天
歟

ヲ

ヲ

ノ

ノ

ト

今
佐
二

天
下
之
政
一

以
レ

敬
レ

神
為
二

国
ミ
ト

営
一

以
二

祭
礼
一

為
二

国
法
一

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
以
下
の
伝
承
を
踏
ま
え
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
十
二
月
ヵ
）

建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
十
月
廿
九
日
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
、『
建

久
御
巡
礼
記
』
に
は
、天イ

時
ニ
天
照
大
神
・
児
屋
根
命
ニ
契
テ
白
ク
、
朕
ガ
子
孫
ハ
天
位
ヲ
ツ
カ
サ
ド

ラ
ン
、
汝
ガ
子
孫
ハ
国
柄
ヲ
ト
レ
ト
、
チ
カ
ヒ
タ
マ
ヒ
キ
、
其
ヨ
リ
以
来
今

ニ
不
違
、
大
織
冠
内
大
臣
藤
原
相
公
者
、
天
児
屋
根
廿
一
代
ノ
子
孫
也
、
サ

レ
バ
日
本
今
ニ
持
事
ハ
、
タ
ゞ
春
日
大
明
神
ノ
御
計
事
也
、

と
あ
る
。

（
一
二
九
四
）

ま
た
、「
永
仁
二
年
晩
夏
之
比
」
に
「
清
書
」（
奥
書
）
さ
れ
た
『
春
日
社
私
記
』

ノ

で
「
第
三
御
殿
ハ
平
岡
大
明
神
天
児
屋
根
命
と
申
す
」
と
「
御
垂
迹
事
」
を
語
っ

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
も
、

ヲ

旧
記
ニ
ハ
我
皇
孫
の
た
め
ニ
世
ト
レ
ト
執
ニ

国
柄
一

と
あ
り
と
か
や
、
こ
の
天
児
屋
根

命
よ
り
大
織
冠
ま
て
は
異
説
あ
り
と
い
へ
と
も
、
廿
二
世
に
あ
た
り
給
ふ
に

や
、

と
あ
る
。

・
１０１
〜
１０２
行

キ
ニ

テ

リ

ノ

カ
ラ

テ

ス

皇
統

ヒ
シ
ノ

及
レ

危

之
日
、
誓
造
二

釈
迦
瑞
像
一

、
仏
化

ル
ノ

未
レ

遍

之
世
、
始
興
二

維

ノ摩
講
会
一

。

こ
の
逸
話
も
幾
つ
か
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
興
福
寺

に
は
、

〔
毛
ヵ
〕

ヲ

皇
極
天
皇
御
宇
之
時
、
蘇
我
大
臣
善
人
之
男
入
鹿
自
執
国
柄
一

、
恣
行
威
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〔
王
ヵ
〕

〔
カ
〕

〔
謂
ヵ
〕

ハ
カ
リ

福
一

、
五
家
衰
微
、
社
稷
傾
危
、
因
茲
内
大
臣
竊
□
立
孝
徳
天
皇
、
即
計

ヲ

其
事
一

、
発
願
奉
造
尺
迦
丈
六
一
躯
、

と
あ
り
、『
諸
寺
縁
起
集
』
醍
醐
寺
本
も
ほ
ぼ
同
文
で
載
せ
て
い
る
。

（
織
）

『
春
夜
神
記
』
第
二
部
に
該
当
す
る
「
鎌
足
大
臣
〈
大
�
冠
事
也
〉、
因
縁
」

に
も
、爰

ニ
天
智
天
皇
欲
滅
入
鹿
之
一
族
一

、
軽
皇
子
〈
孝
徳
天
皇
也
〉、
鎌
足
等
御

ヲ

護
ア
リ
、
相
謀
而
鎌
足
為
遂
二

此
事
一

、
発
願
奉
造
丈
六
尺
迦
像
一

〈
今
興
福

寺
金
堂
仏
像
也
〉、
其
後
為
罸
入
鹿
大
臣
一

、

と
あ
る
。『
多
武
峰
縁
起
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
貞
慶
の
師
覚
憲
撰
『
三

国
伝
灯
記
』に
は
政
治
的
な
背
景
に
は
言
及
せ
ず
、「
刻
尺
迦
如
来
丈
六
之
霊
像
⒃

」

こ
と
を
記
す
。

ま
た
、
維
摩
会
の
開
催
に
関
し
て
は
、『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
興
福
寺

講
堂

に
つ
い
て
説
明
す
る
中
で
、

右
講
堂
大
略
如
此
、
在
金
堂
之
北
、
抑
於
此
寺
被
修
維
摩
会
、
右
大
臣
淡
海

（

七

一

四

）

〔
堂
ヵ
〕

公
、
和
銅
七
年
〈
甲
寅
〉
於
斯
寺
初
修
維
摩
会
、
仍
号
維
摩
堂
、
此
堂
起

〔
織
ヵ
〕

〔
衍
ヵ
〕

者
、
大
�
冠
内
大
臣
〈
鎌
足
〉
依
百
済
尼
法
明
之
教
示
、
為
除
病
被
講
師

〔
于
脱
、ヵ
〕

之
、
従
其
今
不
絶
、

と
、
講
堂
創
建
を
意
図
し
た
の
は
藤
原
鎌
足
で
あ
る
が
、
鎌
足
歿
後
の
和
銅
七
年

に
維
摩
会
を
開
い
た
の
は
息
不
比
等
（
六
五
九
〜
七
二
〇
）
で
あ
る
、
と
記
し
て

い
る
。
貞
慶
の
記
述
で
は
、
釈
迦
瑞
像
の
造
像
・
維
摩
会
の
開
催
も
共
に
鎌
足
の

行
っ
た
こ
と
と
読
め
る
。

・
１０４
〜
１０５
行

ニ

ノ

ニ

テ

ヲ

ク

ル

ノ

ヲ

ノ

ニ
挑
テ

灯
ヲ

ホ

ノ

爰
我
等
秋
沢
拾
レ

蛍
、
漸
知
二

一
二
文
字
一

、
夜
窓
□
レ

□
、
粗
弁
二

黒
白
因

果
一

。

「
あ
き
の
ほ
た
る
」（
秋
の
蛍
）
は
「
秋
ま
で
生
き
残
っ
て
い
る
蛍
。
衰
え
ゆ

く
も
の
の
た
と
え
に
い
う
こ
と
が
多
い
。」（『
角
川

古
語
大
辞
典
』）。
漢
和
辞

典
類
に
拠
る
と
、
漢
詩
に
も
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
和
歌
に
も

詠
ま
れ
て
い
る
。
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
宰
相
中
将
公
達
春
秋
歌
合
〈
応
和
三
年
七
月
二
日
〉』

あ
き

五
〇

春
の
の
に
も
ゆ
と
か
き
き
し
わ
ら
び
に
も
も
え
こ
そ
ま
さ
れ
あ
き

の
ほ
た
る
は

『
夫
木
和
歌
抄
』
第
十
三

陽
成
院
二
宮
歌
合

忠
峰

五
五
四
八

お
く
露
に
く
ち
行
く
野
辺
の
草
の
は
や
秋
の
ほ
た
る
と
な
り

わ
た
る
ら
ん

『
林
葉
累
塵
集
』
第
七

い
な
づ
ま
を
み
て
よ
め
る

四
六
三

い
に
は
て
し
秋
の
蛍
の
雲
の
上
に
猶
か
げ
す
る
と
み
ゆ
る
い
な

妻

・
１０８
〜
１０９
行

カ

ノ

ヲ

ヘ
テ

ナ
リ

ナ
リ

我
等
ク
ハ
仰
二

五
所
冥
睠
一

、
惣

一
味
也
、
至
誠

也
。

「
五
所
」
と
は
春
日
社
の
一
宮
・
二
宮
・
三
宮
・
四
宮
・
若
宮
の
五
所
。

・
１１８
〜
１１９
行

本
躰
廬
舎
那

久
遠
成
正
覚

為
度
衆
生
故

示
現
大
明
神

こ
の
よ
う
な
偈
に
関
し
て
は
、
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
の
注
に
詳
細
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
興
福
寺
関
係
で
は
以
下
の
よ
う
な
例
を
見
出
し
た
。

『
春
日
社
私
記
』

仏
陀
ノ
神
明
と
現
た
ま
ふ
へ
き
む
ね
ハ
経
文
ニ
も
み
え
た
る
に
や
、
悲
花

テ

ニ

ト

ク

ヲ

経
に
、
我
滅
度
後
、
於
二

閻
浮
提
一

シ
テ

現
二

大
明
神
一

広
セ
ム
度
二

衆
生
一

な
と
あ
ん
な
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り
、
此
大
般
若
経
な
と
に
も
み
え
た
る
に
や
、

『
興
福
寺
濫
觴
記
』

春
日
大
明
神
有
二

和
礼
乎
志
連
之
神
詠
一

。
釈
尊
我
滅
度
後
。
於
二

末
法
中
一

現
二

大
明
神
一

広
度
二

衆
生
一

云
々
。

と
、
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
成
立
の
背
景
を
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
⒄

。

・
１２１
行

ニ

大
般
若
経
云
、

『
讃
仏
乗
抄
』
第
八

笠
置
寺
十
三
重
塔
供
養
〈
建
久
九
年
十
一
月
七
日
〉
に

よ
る
と
、「
摺
写
唐
本
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
」
も
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
供
養
文

中
に
は
、

ハ

是
以
塔
婆
是
世
尊
之
墳
墓
也
、
般
若
是
神
道
之
上
味
也
、

と
あ
る
。『
般
若
経
』
を
神
祇
が
喜
ぶ
と
い
う
考
え
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

・
１２９
行

ユ
ウ

ス

ア
セ
ヲ

ハ

リ

就
レ

中
、
薫
猷
同
レ

畆
。
難
レ

量
者
、
将
来
之
法
器
也
。

金
剛
三
昧
院
本
に
は
「
薫
献
」
と
あ
る
が
、
底
本
の
「
薫
猷
」
も
『
大
漢
和
辞

ク
ン
イ
ウ

典
』
に
不
載
。
同
辞
典
に
は
「
薫
蕕
」
が
あ
り
、「
薫
は
香
草
。
蕕
は
悪
臭
の
あ

る
草
。
転
じ
て
、
善
人
と
悪
人
、
君
子
と
小
人
の
喩
。」
と
あ
る
。
ま
た
、「
薫
蕕

不
レ

同
レ

器
」
と
の
熟
語
が
あ
り
、「
善
人
と
悪
人
と
は
、
同
一
の
場
所
に
居
る
こ

と
の
出
来
ぬ
喩
。」
と
あ
る
。
こ
こ
は
、
熟
語
を
踏
ま
え
た
表
現
か
。

『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
二
に
は
都
良
香
「
弁
二

薫
蕕
一

論
」
が
あ
り
、『
三
教
指

帰
』
巻
中
に
も
、「
金
石
隔
有
り
、
薫
蕕
比
び
無
し
。」
と
あ
る
。

・
１２９
〜
１３０
行

カ
ウ

リ

ニ

ノ

セ
ン
ト

行
蔵
在
レ

運
。
キ
ハ
難
レ

定
者
、
一
期
之
前
途
也
。

『
論
語
』
述
而

第
七

子
謂
二

顔
淵
一

曰
、
用
レ

之
則
行
、
舎
レ

之
則
蔵
。
唯
我
与
レ

爾
有
レ

是
夫
。

行
蔵
は
「
世
に
出
て
道
を
行
な
ふ
こ
と
と
、
世
か
ら
退
い
て
か
く
れ
る
こ

と
。」（『
大
漢
和
辞
典
』）

補
注

⑴

同
歌
に
関
し
て
は
、
平
野
多
恵
「
寺
院
文
化
圏
の
釈
教
歌
―
『
楢
葉
和
歌
集
』

を
中
心
に
―
」『
国
語
国
文
』
第
七
十
七
巻
第
八
号
（
二
〇
〇
八
年
八
月
）
で

詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑵

野
村
「
解
脱
房
貞
慶
と
『
解
深
密
経
』
―
峰
定
寺
釈
迦
如
来
像
納
入
の
貞
慶

著
「
解
深
密
経
及
び
結
縁
文
」
を
巡
っ
て
―
」『
別
府
大
学
国
語
国
文
学
』
第

四
十
九
号（
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）で
全
文
を
翻
訳
し
、
拙
い
考
察
を
試
み
た
。

先
に
引
用
し
た
、
範
昭
法
師
が
参
照
し
た
偈
も
貞
慶
は
抄
出
し
て
い
る
。

⑶

勝
浦
令
子「
女
の
死
後
と
そ
の
救
済
―
母
の
生
所
と
貴
女
の
堕
地
獄
―
」『
仏

と
女
』（
吉
川
弘
文
館
。
一
九
九
七
年
）
に
は
、「
伝
香
寺
像
」
納
入
の
「
比
丘

尼
妙
法
願
文
」に
貞
慶
作『
地
蔵
講
式
』が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

貞
慶
の
影
響
を
受
け
て
造
像
が
意
図
さ
れ
た
、
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
杉
山
二

郎
「
伝
香
寺
裸
地
蔵
菩
薩
像
に
つ
い
て
」『M

U
SEU
M

』
第
一
六
七
号
（
一

九
六
三
年
三
月
。
後
、
著
書
『
日
本
彫
刻
史
研
究
法
』（
東
京
美
術
。
一
九
九

一
年
）再
録
）に
、
同
像
に
貞
慶
の
法
脈
に
繋
が
る
僧
侶
が
複
数
、
深
く
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑷

岩
田
茂
樹
「
地
蔵
菩
薩
像
」（
伝
香
寺
）『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成

鎌

倉
時
代

造
像
銘
記
篇

第
四
巻
』〈
解
説
〉（
中
央
公
論
美
術
出
版
。
二
〇
〇

六
年
）。

⑸

生
駒
哲
郎
「
胎
内
納
入
に
み
る
中
世
仏
教
信
仰
―
伝
香
寺
裸
地
蔵
菩
薩
像
を

中
心
に
―
」『
立
正
史
学
』
第
九
十
号
（
二
〇
〇
一
年
九
月
）、
同
「
中
世
に
お
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け
る
仏
像
の
仏
性
―
伝
香
寺
蔵
裸
地
蔵
菩
薩
像
胎
内
納
入
物
の
検
討
を
中
心

に
―
」『
同
』
第
九
十
一
号
（
二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
は
、「
伝
香
寺
像
」
の
納

入
品
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
同
経
が
納
入
さ
れ
た

意
図
に
つ
い
て
、「
報
身
報
土
を
説
く
『
解
深
密
経
』
は
、
こ
の
世
の
浄
土
で

あ
る
春
日
浄
土
を
根
拠
づ
け
る
経
典
の
一
つ
」（
後
者
の
論
文
よ
り
引
用
）
で

あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
上
述
し
た
如
く
、
貞
慶
が
意
図
的
に
同
経
を
仏
像
内
に

納
め
た
の
は
「
峰
定
寺
像
」
の
み
で
あ
り
、「
伝
香
地
像
」
は
願
主
妙
法
尼
の

意
向
が
強
く
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
駒
氏
の
如
く
推
察
す

る
と
、
貞
慶
が
直
接
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
弥
勒
菩
薩
像
の
納
入
品
や
春
日
関
係

の
著
述
の
中
に
、
同
経
に
言
及
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
の
説
明
も

必
要
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑹

グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
「
解
脱
房
貞
慶
と
後
鳥
羽
院
―
正
治
二
年
水
無
瀬
殿
に
於
け

る
法
相
宗
教
義
御
前
講
と
『
中
宗
報
恩
講
式
』
―
」『
中
世
文
学
の
展
開
と
仏

教
』（
お
う
ふ
う
。
二
〇
〇
〇
年
）。
注
記
無
き
場
合
は
、
氏
説
と
同
講
式
式
文

の
引
用
は
全
て
同
論
文
。

⑺

上
横
手
「
貞
慶
を
め
ぐ
る
人
々
」『
日
本
の
宗
教
と
文
化
』（
平
松
令
三
先
生

古
稀
記
念
論
集
。
同
朋
舎
出
版
。
一
九
八
九
年
）。
氏
説
の
引
用
は
全
て
、
同

論
文
か
ら
行
っ
た
。

⑻

保
井
「
貞
慶
の
宗
教
活
動
」『
日
本
史
研
究
』
第
二
二
四
号
（
一
九
八
一
年

四
月
）。

⑼

グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
「
弥
勒
講
式
注
」『
貞
慶
講
式
集
』（
山
喜
房
仏
書
林
。
二
〇

〇
〇
年
）
に
は
、
後
述
す
る
、
建
久
七
年
に
専
心
に
与
え
た
五
段
『
弥
勒
講
式
』

の
表
現
が
、
後
鳥
羽
院
作
『
無
常
講
式
』
の
一
部
と
し
て
「
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
氏
の
指
摘
す
る
直
後
に
も
、

ヌ
レ
ハ
コ
ホ
ス

ヲ

ソ
ソ
キ

サ
ラ
イ
テ

ニ

シ
ヌ

ヤ
ケ
ハ

ナ
ル

ト

身
冷
魂
去

棄
二

之
荒
一

。
雨
濯
日
曝
須
臾
爛
壊
。
焼
即
為
レ

灰
。

イ
ツ
ク
ン
ソ

ル

ノ
ス
カ
タ
ヲ

ハ

ナ
ル

ト

焉

見
二

昔
質
一

。
埋
又
為
レ

土
。

と
あ
る
が
、『
無
常
講
式
』（
引
用
は
、
花
野
憲
道
・
小
林
芳
規
「
仁
和
寺
蔵
後

鳥
天
皇
御
作
無
常
講
式
影
印
・
翻
刻
並
び
に
解
説
」『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第

十
一
輯
（
一
九
八
八
年
））
に
は
、

ヲ

ス

ク

ト

ハ
ナ
リ

ト

メ
ハ

ナ
ル

ト

ツ
イ
テ

築
二

墳
墓
一

為
永
二

栖
家
一

。
焼
為
レ

灰
、
埋

為
レ

土
。

と
あ
る
。
こ
の
表
現
も
氏
が
指
摘
し
た
こ
と
と
併
せ
て
、
院
が
貞
慶
の
作
品
を

参
照
し
た
表
現
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑽

吉
野
朋
美
「
後
鳥
羽
院
の
水
無
瀬
―
そ
の
空
間
的
特
質
に
つ
い
て
―
」『
中

央
大
学
国
文
』
第
五
十
一
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）。

⑾

足
立
「
興
福
寺
北
円
堂
及
び
そ
の
仏
像
の
再
興
」『
建
築
史
』
第
二
巻
第
六

号
（
一
九
四
〇
年
十
一
月
）、
後
、
著
書
『
日
本
彫
刻
史
の
研
究
』（
龍
吟
社
。

一
九
四
四
年
）
再
録
。

⑿

平
田
「
北
円
堂
」『
奈
良
六
大
寺
大
観

興
福
寺
』
一
（
岩
波
書
店
。
一
九

六
九
年
）。

⒀

藤
岡「
解
脱
房
貞
慶
と
興
福
寺
の
鎌
倉
復
興
」『
学
叢
』（
京
都
国
立
博
物
館
）

第
二
十
四
号
（
二
〇
〇
二
年
五
月
）。
本
論
で
は
多
く
氏
説
を
参
照
し
た
。

⒁

倉
田
文
作
「
弥
勒
菩
薩
坐
像
」『
奈
良
六
大
寺
大
観

興
福
寺
』
二
（
岩
波

書
店
。
一
九
七
〇
年
）。

⒂

瞻
空
の
伝
記
に
関
つ
い
て
は
、
先
学
の
幾
つ
か
の
優
れ
た
研
究
が
あ
る
。
そ

の
中
で
、
瞻
空
の
出
家
時
期
に
つ
い
て
、『
楢
葉
和
歌
集
』
巻

第
五

恋
上

四
二
八
番
の
瞻
空
の
歌
の
詞
書
に
は
「
い
ま
だ
よ
に
侍
り
け
る
こ
ろ
」
と
あ

り
、「
も
と
も
と
か
ら
の
僧
で
は
な
か
っ
た
」（
中
村
文
「
源
有
房
考
」『
立
教

大
学
日
本
文
学
』
第
五
十
七
号
（
一
九
八
六
年
十
二
月
。
後
、
著
書
『
後
白
河

院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』（
笠
間
書
院
。
二
〇
〇
五
年
）
に
改
題
・
再
録
））
と

理
解
さ
れ
て
い
る
（
野
村
「
貞
慶
を
め
ぐ
る
二
人
の
僧
侶
―
瞻
空
と
定
意
―
」

『
文
藝
論
叢
』
第
七
十
一
号
（
二
〇
〇
二
年
九
月
も
同
様
に
理
解
し
た
）。
し

か
し
、
上
横
手
氏
は
同

巻
第
八

釈
教
〈
付
哀
傷
〉

五
四
五
番
歌
の
詞
書

に
興
福
寺
か
ら
笠
置
へ
遁
世
し
た
こ
と
を
、「
貞
慶
已
講
よ
を
の
が
れ
て
後
、

建
久
の
こ
ろ
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
興
福
寺
の
「
寺
院
生
活
は

世
俗
そ
の
も
の
」
で
あ
り
、「
よ
」
と
表
現
し
て
い
た
と
す
る
。

⒃

横
内
裕
人
「
東
大
寺
図
書
館
蔵
覚
憲
撰
『
三
国
伝
灯
記
』
―
解
題
・
影
印
・
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翻
刻
―
」『
南
都
仏
教
』第
八
十
四
号（
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）、
後
、
著
書『
日

本
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』（
塙
書
房
。
二
〇
〇
八
年
）
再
録
。

⒄

同
偈
に
関
し
て
は
拙
著
『
中
世
仏
教
説
話
論
考
』（
和
泉
書
院
。
二
〇
〇
五

年
）
第
Ⅲ
部

『
悲
華
経
』
と
中
世
説
話
文
学

参
照
。

＊
引
用
は
次
の
典
籍
か
ら
行
っ
た
。
な
お
、
句
読
点
、
訓
点
を
私
に
施
す
等
、

表
記
は
一
部
改
め
た
。

・『
大
乗
院
日
記
目
録
』（
増
補

続
史
料
大
成
）。『
仁
和
寺
御
日
次
記
』

（
続
群
書
類
従
）。『
玉
葉
』（
名
著
刊
行
会
）。『
猪
熊
関
白
記
』（
大
日
本

古
記
録
）。『
春
日
大
社
文
書
』（
吉
川
弘
文
館
）。『
弥
勒
如
来
感
応
抄
』

（『
東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料
』（
平
岡
定
海
編
））。『
護
持
正
法

章
』（
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
）。『
讃
仏
乗
抄
』
第
八
・『
建
久
御
巡
礼

記
』・『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』（
校
刊

美
術
史
料
）。『
三
宝
絵
』・『
今
昔

物
語
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）。『
法
相
二
卷
抄
』（
日
本
思
想
大

系
）。『
春
日
社
私
記
』・『
春
夜
神
記
』・『
春
日
社
私
記
』（
神
道
大
系
）。

『
興
福
寺
濫
觴
記
』（
大
日
本
仏
教
全
書
）。『
三
教
指
帰
』（
日
本
古
典
文

学
大
系
）。『
論
語
』（
新
釈
漢
文
学
大
系
（
明
治
書
院
））。

・
和
歌
の
引
用
は
全
て
『
新
編

国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）。『
正
蔵
』
は

大
正
新
脩

大
蔵
経
の
略
。

（
二
〇
〇
八
・
一
〇
・
一
八
）
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